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現代農村の地域活性化と地域住民活動
今野裕昭
1 .はじめに
戦後日本の高度成長を通じた地域開発とその後の新自由主義政策がもた
らした地域格差は，全国規模での深刻な過疎化を作り出してきたが，平成
期に入ると地域の側から地域活性化が叫ばれてくる o r地域活性化J は一
般に地域資源の草の根からの主体的な活用を内包する概念として語られ，
たとえば「地域に賦存する資源の有効活用を図り，その機能を活発化する
ことを通じて，地域農業なり地域農村の活動が活発に」なると同時に「地
域の生活の改善」をもたらすもの(小池恒男 192 : 25) というように説明
される o 農村の地域活性化の活動は，都市部での「まちづくり」の活動に
対応しており，かつて昭和40 年代後半は「村おこし」とか50 年代後半には
「地域振興」と称されていた活動の流れの中にある D
本稿では，地域活性化を住民の地域活動の文脈の中で捉え直してみる O
地域活動の構造面での変容と住民の生活にもつ意味を問うことによって，
地域活性化がもっ意義を具体的に捉え返してみる中から，現代農村におけ
る地域活性化が，かつて村落が有していた地域での生活補完の機能を再生
させる試みであることを明らかにする O
この問題を検討するにあたり本稿では，栃木県芳賀郡益子町山本・大郷
戸地区の住民たちによる地域活性化活動の事例に依拠する D 山本・大郷戸
地区の地域活性化は，たとえばこの地区で有力な方向と目されている観光
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農業をとって見ても，全国有数の長い歴史をもっ活動の活発なところに比
べると，これを支える内部集団の厚みや観光客の動員数などでまだまだ規
模が小さいし，容易な展望が描けるわけでもない。しかし，山本・大郷戸
の地域活性化はこれまで，農林水産省系の地域振興事業の優良事例として
栃木県内では比較的良く知られており，また，益子町内でも行政関係者か
らは地域活性化の活発なところのーっとして挙げられる地区である。そし
て何よりも，隣接地区に北関東でも有数の工業団地があるために，農業を
継がないまでも後継者が家に残っており，他方，早い時期から兼業化が進
んでいるとはいえ組単位での葬式互助が続いているところに象徴されるよ
うに，村a 落そのものが今も基体として住民の生活に機能し，住民の相互交
流や集団相互の連関をコンパクトに掌握できることから，地域活性化と村
落の地域住民活動の関係を考察し上述の諸問題を分析するには，最適の事
例と考えている。
2 .事例地域の概況と地域活性化
( 1 )山本・大郷戸地区
考察の事例として取り上げる山本・大郷戸地区は，栃木県益子町の南端
に位置し，西の真岡市と東の茂木町に挟まれ，南を茨城県桜川市(旧，岩
瀬町)と接する県境の山間地で 5つの集落(自治会地区)で構成されて
いる O この地区は，松本，本郷，原，境の 4 集落からなる山本地区と，大
郷戸 1集落からなる大郷戸地区からなっている o 住民票による戸数と人口，
農家戸数は，平成20 年 8 月現在で表 1のようになっている o
栃木県と茨城県の北部の県境にある八溝山系一帯は，江戸時代から水戸
藩の葉たばこ産地(水府煙草，大山田煙草)として江戸に知られていたが，
明治のはじめ頃から益子，茂木方面にも葉たばこ栽培が広がった。益子町
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表1 山本・大郷戸の集落
集落名 戸数 人口
松本 70 278 
本郷 65 28 
原・境 13 482 
大郷戸 29 98 
計 27 140 
戸数・人口は住民票(平成 20 年 8 月)
農家戸数は平成12 年農業集落調査
農家戸数
42 
35 
72 
17 
16 
でも，山本・大郷戸の位置する南部(昭和 32 年益子町に合併前の，旧田野
村)地区が，水田よりも畑の多い溜池と天水に依存する地形であったこと
があって，葉たばこ栽培が盛んであった。戦後も山本・大郷戸では，ほと
んどの農家が大なり小なり葉たばこの栽培をやっていたという O 葉たばこ
は労働条件がきついにもかかわらず，国の専売制で買い上げ価格が米より
も好条件で安定していたこと，高度成長期の技術革新にともなう生産設備
更新にあっても補助金制度が完備していたことがあった。
山本・大郷戸地区の戦後の地域農業の展開は大きく見ると，葉たばこ耕
作モノカルチャーの農業からの脱皮と，もう一方で兼業化の進展という，
二つの柱の下での展開であった。葉たばこ地帯ではない全国の地域一般で
は，食糧管理制度に保護された米づくりモノカルチャーの農業からの多様
化という，作物を違えた同じプロセスが見られる o 山本・大郷戸での葉た
ばこ耕作モノカルチャーからの脱皮は，農民の側からの主体的な脱皮のベ
クトルが強かったというよりは，葉たばこの生産調整という農政への対応
の結果として他作物を選択・転換してきた，あるいは兼業に深化してきた
といった方が，近いようにも思われる O
表 2 と表 3 は，農林業センサス集落カードを使って，松本，本郷，およ
び原西と原東(両者で原) ，境，大郷戸の 5 集落の合計をとったものであ
るO 表 2 を見ると，地域の農業が1985 年(昭和 60) 頃から，工芸作物(こ
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表 2 山本・大郷戸地区の作物別販売 1位農家の推移
(農家数)
稲作 工芸作物 施設園芸 施設野菜 果樹類 その他作物 酪良 肉用牛 養豚
昭和45 (1970) 10 84 1 9 5 2 
50(197) 79 87 1 9 3 2 
5 (1980) 85 83 3 7 4 3 
60 (1 985) 91 64 2 1 3 l 2 
平成 2 (190) 96 39 4 2 1 9 3 4 
7 (1 95) 89 35 2 8 3 1 3 
12 (20) 74 29 2 3 17 2 1 3 
17(205) 56 20 8 5 7 2 3 
出所:農林業センサス集落カード
表3 山本・大郷戸地区の農家数推移(専業兼業別)
実数 構成比(%)
総良家数 専業 一種兼業 二種兼業 参考総戸数 専業 一種兼業 二種兼業
昭和45 (1 970) 214 28 120 6 24 13. 56.1 30.8 
50(1975) 204 39 76 89 19. 37. 43.6 
5(1980) 20 27 75 98 28 13.5 37.5 49.0 
60 (1 985) 193 18 61 14 9.3 31. 6 59.1 
平成 2 (1 90) 158 20 45 93 23 12.7 28.5 58.9 
7 (195) 153 20 38 95 13. 24.8 62.1 
12(0) 140 17 36 87 273 12. 25.7 62.1 
17 (205) 109 15 34 60 13.8 31. 2 5.0 
出所:良林業センサス集落カード
の地区では葉たばこ耕作)から施設野菜やその他作物(この地区ではいち
ごの施設野菜やぶどう， りんご，なし，梅，ブルーペリーの果樹，ぱらの
花井)に移ってきている多様化の傾向を見てとれる O また，表 3からは，
1970 (昭和 45) 年までにはすでに兼業化が進みきっており， 70 年代後半(昭
和50) には第二種兼業農家が主流を占める状況に入っていたことを見てと
れる O
表 4 は，農林業センサスから作成した全国および旧田野村の兼業化の推
移であるO 全体に総農家数は減少を続けているが， 20 年段階で田野村は
専業農家の比率が全国平均よりも低く，二種兼業農家の比率が高い。これ
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表 4 専兼別農家数推移 全国，田野村
全 国
総民家数 専業 一種兼業
昭25 (1950) 
35 (1960) 6057 千戸 34. 3.6 
40(1965) 
45 (1970) 5342 15.6 3.7 
50 (1975) 
5 (1980) 461 13.4 21. 5 
60 (1985) 
平 2 (190) 385 15.9 17.5 
7 (195)
12(0) 3120 18.2 15.0 
『ポケット農林水産統計J (農水省統計部)
農林業センサス、各年
二種兼業
32.1 
50.7 
65.1 
6.5 
6.8 
(構成比)
回 野 キす
総出家数 専業 一種兼業 二種兼業
2540 戸 59.7 20. 20.3 
259 60. 20.9 19.1 I 
2498 40. 32.9 26.8 I 
243 16.9 48. 34. 
29 11. 0 36.8 52. 
21 10.7 28. 60. 
2076 8.5 2.8 68. 
1941 8.2 15.7 76.1 
1796 8.9 14.0 7.1 
1389 10.7 15.8 73.4 
は，田野地区の場合，農外労働市場に恵まれていることが反映している O
田野周辺に農外労働市場(工場，工業団地と関連業種)が発達するのは昭
和40 年代であるが，それ以前昭和30 年代までは，田野地区は全国平均以上
に専業農家が多く，農業以外に職場がない地区であったことを示している
(昭和 35 年の専業農家比率，全国34. パーセント，田野村60. パーセント) 0 
すでに見たように，当時は葉たばこ耕作の時代だ、った。全国平均で，専業
農家と一種兼業農家が二種兼業農家に移行して，二種兼業農家が全農家の
半数を超えるのが昭和40 年代前半の 5 年間であったが，田野村では二種農
家が半数を超えるのは昭和50 年に入ってからであり， 40 年代後半の 5 年間
に専業農家が急激に一種兼業農家に移行していた(専業農家が 40. パーセ
ントから 16.9 パーセントに減少し，一種兼業農家が32.9 パーセントから
48. パーセントに急増している )0 45 年頃から，急激に農外就労の場が増
えたことを示している D 隣接の真岡市に工業団地が昭和38 年から43 年にか
けて造成されたが，大企業工場が誘致されて張り付くのが昭和43- 8 年頃
で，昭和40 年代半ばから 50 年代にかけて誘致工場の数，従業者数とも急速
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に拡大した。山本・大郷戸は，先に見た表 3 のように，田野村の中でも専
業農家の比率がいくらか高く一種兼業農家の比率も高いことから，農業で
やってゆこうという人が多いとみられる。歴史的に見ると，昭和40 年から
45 年にかけて一種兼業農家を中心に兼業化が急激に進んだのは田野全体と
同じである。この時期に山本・大郷戸で兼業に出たのはちょうど高校を卒
業した後継者たちで，男子は真岡の工業団地関連の地元中小企業に就職す
るものが多く，女子は昭和40 年と 42 年に益子町中心部に進出した東京リズ
ム時計の工場，旭光学工業ペンタックス工場に就職したものが多くいた。
山本・大郷戸では続く 45 年から 50 年の聞に， 20 戸程度の二種兼業農家に移
行するグループのほかに，専業農家に戻る 10 戸程度のグループが出ている。
後継者の就農時期がこの現象に関わっていたと考えられるO
( 2 )地域活性化の活動
山本・大郷戸地区住民の地域活性化の活動は，戦後，表 5 のように推移
して現在に至っている。高度成長期に各戸の兼業化が急激に進み，地域の
祭の運営が滞るほどに地域活動が一時停滞するが，昭和50 年代に入ると地
域の再賦活化が本格的に表面化する。その一連の再賦活化を，住民が当時
なにを目標に地域活動に力を入れていたかの観点、から括ると，おおよそ三
つの時期に区分することができるO 昭和50 年代の大郷戸ダムの建設と圃場
整備という「農業生産面での地域活性化」が再賦活化のきっかけになって
いて，昭和60 年代・平成 1桁台の「観光農業と祭の復活」の時期，平成10
年代の「祭と文化活動での地域活性化」の時期に続くと描ける。以下 3
章以降の分析の素材として，少しく詳しい経過の描写をする。
(A) 農業生産面での地域活性化(昭和 50 年代)
本章 ( 1 )節で見たように，山本・大郷戸地区は昭和 50 年代までは葉た
ばこ耕作と 10 パーセント溜池に依存した狭小な田圃での米作りの組み合
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表5 山本・大郷戸地区の地域活性化推移
<祭の復活>
<大郷戸ダム・岡場整備、アクアグリーントピア>
く山本元気村〉 くふれあいの郷づくり〉 <全国表彰〉
昭28 頃歌舞伎公演途絶える(松本)
昭32 頃太太神楽途絶える(鹿嶋神社)
祇園祭(八坂神社)松本屋台途絶える(本郷，原は維持)
昭45 太太神楽復活(人が集まらず学校からの見学を働きかけ)
昭51 大郷戸ダム着工(県営図場整備事業)
| J!~業生産での地域活性化I(昭和50年代)
昭50 年代半ば図場整備事業
昭62 大郷戸ダム竣工
昭52 頃 太太神楽に人が集まり出す
昭63 親水事業を県に申し入れ アクアグリーントピア構想
昭63 松本おはやし会結成(大人、子ども;平成1)
平 l 果樹植栽 (9 戸でスタート)
平 2 アクアグリーンハウス(蕎麦屋)
平 2 松本屋台会館建設平 2 祇図祭松本屋台復活
平 3 ひゃくしよう塾
平 5 太太神楽総高千穂と交流( 3 年ごと)
|観光農業と祭の復活 I(昭和 60 年代・平成 1桁台)
平 6 山本営供集団結成(松本、本郷)
平 6-9 まみも収穫祭
平 8 山本元気村結成、観光良業
平 8 - 9 産廃処理場建設阻止運動(消防団、育成会のつながり)
平 9 営農集団で集回転作ローテーション 平 9 松本むらづくり推進協供林大臣賞'
平1 県J~業振興公社のワークショップ
平1 元気村全国農業新聞ft
平成1 松本コミセンに歌舞伎舞台絵図隙列
平12 営!品集団 j込産図芸局長賞
平13 ふれあいの郷整備事業
|祭と文化沼恒砲での地域活性化 I(平成 10 年代)
平15 松本歌舞伎からくり舞台復活
平16 Jl ミ村アメニテイコンクール大臣賞
平16 山郷のめぐみ(良村レストラン)
平17 松本歌舞伎舞台公演( 3年ごと)
平19 環境保全総合対策事業(山本・本郷、原;平成 20)
(聞き取りより作成)
わせが生業で，水不足で堰を抜いたりなどの水争いが絶えなかったという O
こうした背景があったので，戦後になると何度か地元からダム建設の要望
が出た。しかし，地下深層の断層への技術的問題や地元負担金の財源の問
題もあって，いずれも実現しなかった。昭和40 年代の後半に益子町が南部
田野地区の圃場整備を施策課題にし，松本に農業用ダムをつくる話が出た。
町の収入役と土地改良区の理事が松本の人間であったこともあり，昭和51
年に県営圃場整備事業 (40 ヘクタール)および、その水源として大郷戸ダ
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ムの建設が，県営かんがい排水事業として計画，着工された。地下断層も
技術的に克服され， 1 年かけて昭和63 年に面積 5 町歩のダムが竣工した。
圃場整備にかかわる事後換地は，集落ごとに実施された。圃場整備のあと
を受けて，平成 6年，松本と本郷の当時20 歳代から40 歳代前半までの 9名
の農業後継者が集まり，米，麦，大豆の農作業を請け負う営農集団を結成
した。大型機械を導入し，平成 9年から両自治会が調整するローテーショ
ンでの集団転作の作業を受託している口昭和50 年代のこの時期，ダム建設
と圃場整備の農業生産面で、の地域活性化を担ったのは，団塊の世代の人た
ちの，父親たちであった。
(B) 観光農業と祭の復活(昭和 60 年代・平成 1桁台)
1 )アクア・グリーントピア構想
大郷戸ダムの完成を受けて，栃木県は大郷戸ダムを，農業用水路の親水
空間化を目的にする補助事業「農業水利施設高度利用事業」の第 1号に指
定し，大郷戸ダムの水辺景観を生かした親水公園の整備をはじめた。同時
にこの地区は，農林省の「むらづくり総合対策事業」の指定を県内で一番
最初に受けた地区となり，事業の受け皿として地元の松本集落に「松本む
らづくり推進協議会J が結成された。町，地元推進協議会役員，策定委員
の学識者(宇大農学部，日大工学部，多摩美大の教授)で検討会がもたれ，
「アクア・グリーントピア構想」が練り上げられた。①ダム直下に農村レ
ストラン，アクア・グリーンハウス(蕎麦屋，野菜販売)を建設し，②ダ
ム上流の多目的広場，散策路を一体化させた親水公園を造園するというハ
ードな部分と，③営農集団の結成，④山本元気村の結成，①まみも収穫祭
の実施，①祇園祭の文化財指定とおはやし会の結成というソフトな部分の
組み合わせの推進が構想された。
2 )アクア・グリーンハウス
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平成 1年には県の「むらづくり総合対策事業Jの「むらづくり拠点集落」
に，松本集落が指定( 2年間の補助)された。田野中学校の建替えに際し
松本自治会が校舎の工作室と廃材を申し受け，自分たちの手間で移築改修
したアクア・グリーンハウスが建設された口これには県からの補助金380
万円の他に自己負担金310 万円ほどかかり，この自己負担分を共同で出資
して建物のオーナーになる者を松本と大郷戸の自治会員から募った。その
結果12 人の参加者が出 1 人30 万円の出資で，建物の移築改修と地元そば
粉使用の手打ち蕎麦屋の運営をスタートした。出資者の 4 人が衛生士の資
格を取り，土・日ごとに 12 人の奥さんたち 3 人ずつが交代でそば庖を運営
し，日当が支払われている O その後，働いているメンバーが高齢化し，責
任者が病気になったことを機に，蕎麦庖は平成18 年 2 月で閉庖した。アク
ア・グリーンハウスの建物は補助事業だ、ったので，後継世代の山郷のめぐ
みのグループがこれを譲り受けている O このアクア・グリーンハウスの活
動は，団塊の世代ーの人たちの父親たちが担った。
3 )ひゃくしよう塾・まみも収穫祭・山本元気村‘
くひゃくしよう塾>
平成期に入ると「農村活性化塾」事業の企画が県から市町村に降りてき
ていたが，益子町は山本・大郷戸地区に話を持ちかけた。これを受けて平
成 3 年に松本の人が，農協青年部や婦人部など農業者を中心に農村活性化
塾の結成を呼びかけ，翌 4 年にはさらに町レベルで農業者以外にも呼びか
けを広げ「ひゃくしよう塾」が結成された。ひゃくしよう塾は，会員総数
32 人(平成 8 年時点)の集団で，山本・大郷戸地区からは 10 人が参加した。
町からの交付金を活用し，移動塾，交流会・研修会などの活動を，岩手県
の釜石や岩泉まで出向いて行った。ここでの地域の課題についての話し合
いや他地域の視察の学習活動が，まみも収穫祭の実行を介して，山本・大
郷戸では観光農業を標梼する山本元気村の結成(平成 8 年)の下地になっ
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た。山本元気村の結成は，昭和から平成への移行時期に益子町と農協が推
進した「果樹の里づくり」に乗って，葉たばこ栽培から果樹植栽に切り替
えた果樹農家の定着と結びついていた。ひゃくしよう塾 → まみも収穫
祭 → 山本元気村という一連の活動は，団塊の世代が担い手となってい
たD
くまみも収穫祭(益子，水，森の収穫祭) > 
平成 6年から 3 年間，ひゃくしよう塾のメンバーは松本むらづくり推進
協議会の協力を得て，大郷戸ダムの多目的広場を会場に秋の 1 日， I収穫
の喜びと感謝を体験し，自然の恵みや食文化の多様性を再発見する場を作
る」をテーマに，毎年，まみも収穫祭のイベントを開催した。収穫祭のチ
ケット販売，プログラムへの広告などで運営資金約50 万円 ( 1回目)を
集め，当日は大郷戸ダム親水公園を会場に，あんべ光俊のコンサート( 1 
回目)，地元神楽などの舞台，芋掘り，種蒔きなどの農業体験，野菜の直
売が行われ，郷土料理を食するイベント食の広場などが行われた。元気村
のメンバーを中心に約20 人がこのイベントを支え， 1，20 人もの来客があ
り，住民たちは「やれば自分たちもできる」という大きな自信を強めたと
し五つ D
く山本元気村〉
ひゃくしよう塾が「果樹の里づくり」で植栽された果樹をどう販売する
かをテーマに取り上げたことがきっかけになって，山本・大郷戸の2 戸の
農家で山本元気村が結成された。ぶどう狩り，リンゴ狩りといった観光農
園の運営を行い，併せて地区で穫れた米や野菜も直販し，体験農業も農業
資源、の一部であるとし，自然体験，スタンプラリー，チラシの作成，益子
町の酒造会社とタイアップした酒の仕込みまでの米作り体験農業など，活
動は広範に及んでいる。補助金なしでの全くの自前で立ち上げた団体であ
るが，後継者の不在，作物ができないなどの理由から，現在の構成員は15
人と減少の傾向にあるのが課題となっている。しかし， I山本元気村」の
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名前は町や県の関係者など外部に定着しており，平成15 年以降の山郷のめ
ぐみの成立につながる動きへの窓口の役割を果たすなど，地域活性化にと
って重要な位置を占めた。
4 )祭りの復活
山本・大郷戸地区には，八坂神社の祇園祭，鹿島神社の太太神楽，松本
歌舞伎舞台という三つの主要な伝統的とされる地域行事がある O これらの
行事はいずれも戦後，高度成長期を通じて一時途絶えている O 戦後まもな
く松本歌舞伎舞台が途絶え，昭和32 年頃には太太神楽が奉納されなくなり，
同時期に祇園祭の松本屋台も出なくなった。太太神楽は昭和45 年に当時の
4H クラブのメンバーの手で、復活し，祇園祭の松本屋台は，平成に入った
アクア・グリーントピア構想の時期に復活した。松本歌舞伎舞台の復活は，
地域活性化の次の波の時，平成10 年代に入ってからで，ふれあいの郷づく
りに依っている O
太太神楽はもともと原と本郷の神社である鹿島神社の奉納神楽で，原と
本郷の集落の人が舞っていた。一時途絶えた神楽を，昭和40 年代後半に，
当時農家の長男や若い女性が結成していた 4H クラブの青年たちが復活し
た。舞いを指導できる他の地区の人を頼み，毎晩送り迎えをしながら練習
したという D 復活した当初，観客がほとんど集まらなかったため，小学校
の先生に頼んで小学生を呼んで観てもらったりもした。復活後は舞い手に
松本からの人も入っていて，山本太太神楽保存会が作られている O かつて
は20 名くらいいたメンバーも今は 7 人に減り，後継者の確保が大きな課題
になっている O しかし，講の活動は活発で，平成 5年に宮崎県高千穂に神
楽を見学に行きそこで飛び込みで舞わせてもらって以来 3年ごとに高千
穂、を訪れ交流が続いている O 平成19 年には益子町の文化財に指定されてい
るO
祇園祭は本郷に位置している八坂神社の祭りで，松本・本郷・原の当番
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制で行われている。祭りの当日は，各集落から屋台が神社まで出る。松本
と原の集落は伝統的な屋台と屋台会館(収納庫)を持っている。松本では，
太太神楽が途絶えたのと同じ昭和32 年頃，屋台を繰り出すことが途絶えて
しまい，約30 年後の平成 2 年に復活した経緯があった。昔の屋台が組立式
で，組立に 4 日もかかり葉たばこの収穫時には大きな負担だったことと，
兼業化が進み屋台の組立に人手不足になったことが，途絶えた理由で、あっ
た。 20 年ほど前，バラバラになっていた屋台を組み立てたとき，予想以上
にしっかりしていたことがきっかけで，屋台を組んだまま保存できる倉庫
を建設し，祇園祭屋台の復活がなされた。祭りの磯子を復活したおはやし
会も結成され，アクア・グリーントピア構想の下に，お磯子道場(会館)
も建てられた。
5) I観光農業と祭の復活期j の特徴
昭和60 年代・平成 1桁台の「観光農業と祭の復活の地域活性化」は，ど
こかの部署が一元的・体系的に見取り図を描いて，その見取り図に基づい
て各活動・行事がスタートしたわけではなく，大郷戸ダム建設の後を受け
たアクア・グリーンハウスの系列，ひゃくしよう塾 → まみも収穫祭
→ 山本元気村の系列，太太神楽の系列，祇園祭・おはやし会・屋台会館
建設の系列などがそれぞれ独自に活動をしていたものを，農業水利施設高
度利用事業(後の農村水環境整備事業)・むらづくり総合対策事業の策定
委員たちが現場を調査し，諸活動を総合化してアクア・グリーントピア構
想に体系化したという経緯でなりたっている。もともと，地域の中に活性
化の気還があって，それがこの時期一気に具現化したもので、あった。それ
ぞれ独自ではあるが，活動の担い手たちは相互に重なっている部分が大き
いのが特徴である。アクア・グリーントピア構想、のこれら一連の活動で，
松本集落は平成 9 年度豊かなむらづくり優良事例として総理大臣賞を受賞
し，山本元気村の活動は平成1 年に全国農業新聞賞を受賞している。
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(C) 祭と文化活動での地域活性化(平成 10 年代)
平成 l桁台のアクア・グリーントピア構想当時に山本元気村や祭り復活
の活動の部分を担っていた後継者層(年齢的には団塊の世代とそのすぐ下
の世代の人たち)は，平成 10 年代に入ると世帯主層になるが，山本・大郷
戸地区は平成13 年に県の「ふれあいの郷づくり事業」を引き込み，地域活
性化活動の 3 期目の時期に入った。
1 )農村景観ワ}クショップ
平成1 年 7 月に益子町は山本元気村に対して，県の「美しい農村景観づ
くりビジョン推進事業」の中の「農村景観ワークショップ」実施対象地と
して，山本・大郷戸地区を打診してきた。元気村の代表者は，アクア・グ
リーントピア構想以来の活動仲間に呼びかけ，各自治会の了承も得，平成
1 年度中に実施することになった。元気村のメンバーを中心に，各集落か
ら5 歳以下の農業者，主婦など39 人の住民が参加し，地域の良いところ・
悪いところを洗い出す作業をして，将来構想図を描き出す作業までが行わ
れた。このワークショップの中から，これに続く「ふれあいの郷づくり事
業」と農村‘レストラン「山郷のめぐみ」の運営が生み出され，現在に続く
ことになる O
2 )ふれあいの郷づくり事業
山本・大郷戸が指定を受けた「ふれあいの郷づくり事業」は，平成13 年
度から 3 ヶ年の事業で，地元負担金ゼロ，町半分，県半分の，計7，0 万
円の制約のない補助金がついた。農村景観ワークショップのメンバーを中
心に， I山本・大郷戸ふれあいの郷づくり推進協議会」を結成し， I検討委
員会」をもって延べ87 回の会議を重ね，地域の環境づくりに取り組むには
どうしたらよいか知恵を出し合った。
その結果，八幡神社，三の宮神社周辺の散策ルート，徳、ヶ池公園，金比
羅神社付近の虫取り体験・自然体4験ゾーンなどを整備し，各所に案内板や
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説明版を設置する①ふれあいルートの整備，②地域活性化拠点施設(農村
レストラン)の建設と農業体験広場の整備，そして，地域に残っている伝
統文化を復活して後世に伝えるための③松本歌舞伎舞台復活と背景襖絵修
理，松本屋台の修理とおはやし道具，太太神楽衣装の整備，④ホームペー
ジ作成などの実践事業を構想し，期間中にほとんどの事業に取り組むこと
ができた。この活動は，平成16 年度の農村アメニティー・コンクールで農
林水産大臣賞を受賞している。
く地域活性化拠点施設「山郷のめぐみJ > 
地域環境整備事業である「ふれあいの郷づくり事業」の最後の仕上げは，
地域活性化拠点施設の建設だ、った。平成15 年度に補助金の約2，0 万円を
かけて，大郷戸ダムの下のアクア・グリーンハウスの隣に，活動拠点施設
「山郷のめぐみ」の建物を建てた。その後の電気代，保険料はじめ維持管
理費は，地元で負担しなければならなくなった。建物を建てる主体は地元
自治会だったが，自治会ではその後の運営を自力ではできず，いろいろな
議論を重ね平成16 年 4 月に，出資者を募り農村レストランで利益を上げる
案に行き着いた。 1 口20 万円で出資者を募り，出資金の一部を使って施設
の改造をし，衛生管理の資格を取って営業の許可を取り，毎週 3 ，4 日出
資者の奥さんたちが集まりメニュー作りをしと 4 ヶ月後の 8 月にオープ
ンに漕ぎつけた。山本元気村の仲間，農村景観ワークショップで仲間にな
った人を中心に，地元の自営業者が若干名加わった，計21 人の出資者でス
タートし，奥さんたちが 4班になり交代で営業をしており，給与が支給さ
れている。開業は土・日・休日だけであるが，ほとんどが宇都宮はじめ地
区外からの客で，年間4，0 人を越えている。住民はみんな，やればでき
るという思いを改めて強くした。
く松本歌舞伎舞台の復活〉
活動拠点「山郷のめぐみj は，普段はレストラン経営が中心だが，松本
歌舞伎舞台の企画運営や，地域の資源の発掘をし，農村文化や農業の活性
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化を図り，情報の受信や発信も行う O
松本歌舞伎舞台は明治以前からあり，松本集落の人びとが，正月に裏の
山から竹，木材を切り出し舞台を三の宮神社の境内に組み立てて，歌舞伎
一座を呼んで興行をさせていた。松本に農民歌舞伎があったわけではなく，
松本の住民は毎年歌舞伎舞台を組み立てては壊す，舞台の組立部分を行っ
てきた。舞台は，背景の襖絵が回転するからくり舞台であった。その襖絵
図が12 枚一組で12 組あり，江戸時代後期の作で何人かの絵師の手によるも
ので，三の宮神社の倉庫に収納されてきた。
歌舞伎舞台の組み立ては戦後，農業に労働力を投下しなければ食えず，
祭りをしているほどの余裕がなくなったことから，昭和27 年頃に途絶えて
しまった。襖絵は，途絶えたあと 10 年から 15 年に 1 回虫干しされてきたが，
「松本むらづくり推進協議会」が「舞台背景図保存会」を設置し，平成 9
年の虫干しのあと，平成10 年に県と町の補助金を使って桐材の保存箱を作
成し収納してきた。平成11 年の農村景観ワークショップで出された歌舞伎
舞台復活案に基づき，松本自治会は 2 年をかけ，自治会のボランテイアを
延べ人数にして40 人くらい動員して，舞台復活の準備を進めていた。平
成15 年に「ふれあいの郷づくり事業」の補助金の範囲で歌舞伎舞台を三の
宮神社境内に復元し，地域にお披露目した。その後の 3 年に l度の公演に
備え，柱は解体して再度組み立てられるような刻みにし，収納の作業小屋
も建てた。その 3 年後の平成17 年10 月に組み立てと第 1 回目の公演を，県
内船生歌舞伎村一座を頼んで開催した。自治会の人たちの労力の無償奉仕
のほか，冊子を作り広告を入れて益子と真岡の商宿などから広告料を80 万
円くらい資金として集めている O さらに 3 年後の平成20 年10 月，第 2 回公
演を日本芸術文化振興助成事業の資金支援も受けて，県内茂木の農村歌舞
伎を頼んで上演した。
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3 .住民活動の二つのタイプ
前の章で見た山本・大郷戸住民の地域活性化活動を，人ぴとの協同の観
点から捉え直してみると，地域活性化の活動は住民のさまざまな地域活動
の一部分を構成していることがわかる。表 6 は，山本・大郷戸の複数の住
民に尋ねた「現在この地区で人びとが協同で、行っている地域の活動」を網
羅し，整理したものである。一方，日本の農村社会は高度成長期の兼業化
で大きく変わったといわれるが，表 7 は，山本・大郷戸で兼業化がはじま
る前に行われていた地域住民の協同の活動について，同様の方法で集めた
データから作成したものであるO
( 1 )現在の地域住民活動
現在の地域住民活動の表 6 は，山本・大郷戸地区全体の観点に立って作
成した。組単位の活動と自治会が基礎の最初の 6つの活動は，山本・大郷
戸地区どの自治会にもほぼ見られる。ボランタリー・グループによって行
われている活動のほとんどは，すでに前の章でその内容を見てきたが，こ
こでいくつかの活動について，さらに説明を加えておく O
4 番目の道路の草刈・缶拾いは町役場からの補助金が出る作業となって
いて，補助金は自治会の運営費に繰り入れられている。 5番目の環境保全
向上対策事業は，平成19 年から 5年間，各自治会が益子町からの国の補助
事業(年間約 250 万円)として引き込んだもので，農用地や水路の草刈と
江波え，水路や水門の補修，生態系保全に関する生きもの調査や景観植物
の管理等，地域の農地・農業用水の資源や農村環境の保全と向上を図る活
動であるが，農家と非農家が一緒になって実施することが条件になってい
るところに行政側の意図がうかがえるO 自治会の側では，草刈・江波いと
いう従来から継続してきた自律的な地域活動に被せる形で引き込んだ。強
いていえば，水路の生きもの生態調査はこれまでになかった新しい試みで，
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表 6 山本・大郷戸地区の地域社会的な地域住民活動(現在)
地域住民活動 担い手組織
組(坪)単位
1 葬式の合力(組)
組
2 出産祝い・病気見舞い・結婚祝いの臨弔行事(組)
3 伝統的祭行事(自治会)
4 道路の草刈・缶拾い(年 3 回) (自治会)
5 環境美化活動 環境保全向上対策事業(自治会) 自治会
6 公民館の掃除(自治会)
自治会が基礎
7 隣接部落で火災時の際の炊き出し(自治会)
8 盆踊り・南部地区体育祭(述励会) 自治会(山本・大郷戸)
9 祭の再生 祇図祭(八坂神社祭:松本，本郷，原の各自治会) 自治会，おはやし会(松本，本郷，原)
10 子ども育成会の活動(自治会，育成会) 育成会(各自治会)
1 集団転作のローテーション(自治会，山本営段集団) 山本営l込集団(本郷，松本)
12 消防団の活動(自治会，消防団) 消防団(山本，大郷戸)
13 生活改普運動(さっき会，原・境) さっき会(原.境)
14 若者スポーツ活動 ソフトポール(原のチーム) 有志グループ(原)
15 子どもの教育:心の教育雄進モデル事業(松本) 有志グループ(松本)
16 祭の再生:太太神楽(鹿嶋神社祭、保存会) 太太神楽保存会(本郷，原，松本)
17 祭の再生松本歌舞伎舞台(保存会) 保存事業実行委員会(松本)
18 イベントづくり まみも収穫祭(ひゃくしよう塾) ひゃくしよう塾(山本，大郷戸，益子町)
ポランタリー・
19 講座の活動:ひゃくしよう塾 ひゃくしよう塾(山本，大郷戸，益子町)
グループ
20 広報活動 山郷のめぐみホームページ(山郷のめぐみ) 山郷のめぐみ(山本，大郷戸)
21 地域特産品などの開発体験~業・観光良栄(山本冗気村) 山本苅気村(山本、大郷戸)
2 地域特産品などの開発:アクアグリーンハウス(祷変屋) アクアグリーンハウス(松本，大郷戸)
23 地域特産品などの開発:山郷のめぐみ(段村レストラン) 山郷のめぐみ(山本，大郷戸)
24 業たばこの共同乾燥 業たばこ耕作組合(田野，真岡三の宮)
25 イチゴの共同選果・パッケージ JA はがの(益子 .t 岡，二の宮)
表 7 松本の村落共同体的な地域住民活動(昭和 30 年頃)
1 葬式の合力 01 
組(坪)単位 2 出産祝い・病気見舞い・結婚祝いの慶弔行事: O 
3 草屋根の茸き替え
4 納税組合の活動
5 松本の祭行事(お念仏、加波山様、三の宮社、山の神) O 
6 道路普討j
7 水路整備(草刈・江淡い)
松本自治会の活動 8 愛林組合の作業(落ち葉さらいと薪の伐採)
9 生活排水路(側総)の整倣
10 道路の草刈 O 
1 公民館神社の掃除 O 
12 隣接部落で火事の際の炊き出し O 
山本、複数の自治会 13 祭行事(竜神様、八坂神社祭、不動様風祭、八幡神社祭) O 
14 盆踊り O 
山本・大郷戸全自治会 15 南部地区体育祭(運動会) O 
16 消防団の活動(冬の夜警、かまど検査、危険箇所点検) O 
自治会内の機能集団 17 米葉小屋の作業グル}プ(ヨイ集団)
O 現在も実施
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育成会が子どもと学校と協同で行い，段差が大き過ぎる水路に魚道をつく
ろうという試みにつながっている。農家が多い自治会は補助金を自治会の
運営費に組み入れているが，非農家が多い自治会ではその都度参加者個人
に分配するやり方が出てきている。 8 番目の盆踊りは，山本小学校校庭を
会場に全自治会が参加して行われる。また，南部地区体育祭は田野中学校
を会場に行われる益子町社会教育課主催の田野地区の運動会で，山本では
松本・大郷戸，本郷，原・境の 3 ブロックがチームをつくって出場してい
るo 10 番目の育成会は自治会ごとにつくられていて，子ども会の日帰り旅
行，祇園祭や盆踊りの祭の時に出庖を出す活動を中心に活動しており，会
費と自治会・町からの補助金，廃品回収の収益で運営をしているが，松本
の育成会はこの他に土地改良区から大郷戸ダム堤防の下側の土地の草刈を
請負い，その補助金も運営費に充てている D 平成19 年に少子化で山本小学
校が閉校し田野小学校に統合したが，これに合わせて育成会にも合併・統
合の話しが出た。しかし，自治会単位での枠が強く自治会と連動して動い
ており，合併が難しく，現在も別々の活動が続いている。 15 番の心の教育
推進モデル事業は，栃木県教育員会のモデル事業を平成10 ，1 年に松本地
区が受け，育成会，自治会を中心に子育てについての講演会や子どもの宿
泊学習，お年寄りとの交流会などを実施したのがきっかけとなり，この時
に中心となった有志がその後も祇園祭の機会を使って，子どもたちに地域
のことを教えたりといった活動を継続してきているO
さて，表中のこれらの活動のほとんどは，全国の地域活性化活動の盛ん
な各地で行われている地域住民活動と共通している。平成のはじめに明治
大学農学部の過疎開題調査会(代表:長谷川昭彦)が行った全国調査では
地域住民活動のカテゴリーを 16 分野に分けているが，それに照らしても山
本・大郷戸では，ほぼすべての分野の地域活動が行われている o 現在山本
・大郷戸で行われていない活動があるとすれば，①高齢者・女性のスポー
ツ活動(ゲートボールやバレーボール，輪投げ大会) ，②住民の健康づく
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り，③高齢者世帯への介護・支援の活動，④挨拶運動のような精神啓発活
動くらいのものである O
高齢者福祉の活動については，山本・大郷戸の場合直系家族が多い農村
部なので，ボランテイア・グループの活動の必要性はあまり意識されてい
ない。女性のバレーボ」ルは，かつては自治会の婦人部でチームがつくら
れ，自治会単位のチームが競う大会があった。しかし，地域で兼業化が深
化し女性が勤めに出るようになると，練習をやっても土・日に限られるよ
うになり，さらに，土・日には子ども会育成会の集まりが入ってくるよう
になった。その結果，平成に入った頃 (90 年代)には自治会単位での活動
はできなくなり，今はメンバーも少なく，山本地区全体で lチームになっ
ている O ゲートボールは，集落ごとにある老人会単位でかつて盛んにやら
れていたが，男性は， 65 歳ではまだゲートボールの齢ではないと，老人会
そのものへの加入者が減少してきた。全国の老人会では現在，ゲートボー
ルに代わりグランド・ゴルフが行われているが，山本の老人会では，男性
メンバーがいなくなってグランド・ゴルフも行われず，女性のみが集まっ
ての月 2 回の輪投げ大会が行われている O
( 2 )昭和 30 年頃の地域住民活動
現在の地域活動と対になったもう一つの表，表 7 は，山本・大郷戸の中
ではもっとも「まとまり」が良いと地元の人たちが言っている松本集落で，
昭和30 年頃に行われていた集落全戸共同での地域住民活動を整理したもの
である O したがってこの表は，松本集落の住民の視点から，共同の範囲が
集落の内から外へとどう広がっているかを捉えているといえるが， A) 組
(坪)独自の活動としての，①組単位での葬式の互助，②組単位での出産
祝い・病気見舞い・結婚祝いの慶弔行事慣行，①草屋根の葺き替えという
三つの活動のほかに， B) 自治会の活動としての，④納税組合の活動，⑤
松本集落としてのお手念仏(百万遍) ，加波山様代参，三の宮神社祭，山
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の神の 4 つの祭行事，③道路普請，⑦水路整備(草刈，江波い) ，③愛林
組合の作業(落ち葉波いと薪の伐採) ，①生活排水路(側溝)の整備，⑬
道路の草刈，⑪公民館・神社の掃除，⑫隣接部落に火事があった時の炊き
出し，さらに， C) 山本全域で複数の自治会が関わる，⑬竜神様，八坂神
社祭，不動様風祭，八幡神社祭の 4 つの祭行事，そして， D) 山本・大郷
戸全域での，⑪盆踊り，⑬南部地区ぐるみ体育祭(運動会) ，また，活動
資金を全戸で拠出している⑬消防団の活動(消防の管理)がある。
このうち納税組合，南部地区の運動会は戦後のものであるが，これ以外
の活動は戦前からあった。納税組合の組合長は自治会の役員が兼ね，自治
会の組長とは別に組合の班長がいて，現金収入がなかった当時は固定資産
税が大きく，還付金が自治会の運営費になった。
以上は集落全戸の共同であるが，このほかに任意のグループ単位の活動
として，葉たばこの乾燥グループがあった。葉たばこの乾燥は，昭和40 年
代後半に石油燃料によるコンテナバルブの乾燥機が導入される以前は 2
間角の土壁小屋内に縄を 6段張って薪を燃やして乾燥させる米葉小屋乾燥
が，戦前から続いていた。米葉小屋時代に，経営規模の小さい農家は大き
い農家の米葉小屋を使わせてもらう形で近隣同士でグループを作り，たば
この葉を縄に編む作業なども共同していたD 出ヅラをl帳面につけておい
て 1年を通して出た分は田植えなどで調整した。グループの相手は，実
家のような親戚で、はなかったし，集落を越えてということもまずなかった。
これらの地域活動は，いわゆる「むら仕事」的な合力，相互扶助である。
山本・大郷戸に限らず，葬式の際の相互扶助は全国の農村に広く見られた
し，農繁期の労力交換であるユイ(ヨイ)の慣行も広く見られた。これら
は基本的には，村落(集落)を基体とする活動であり，村落共同体的な住
民の活動であった。
信州、山東北の村々を精力的に探訪し，むら人の助力と合力の面から近隣
組織である「村組」と「近隣組J，rトナリ」の関係を解明して「村組結合」
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の村落を明らかにした竹内利美は，村落社会は，生産労働場面でのユイ・
モヤイという労力の互助協力慣行と消費的生活場面での労力・物資の互助
合力の慣行が広く見られ，またかなり各地共通の姿を示していたことを，
つとに明らかにしていた(竹内利美 1960 ; 1984 ， 190 に再所収)。竹内の
報告では，村落社会には，生産労働面での共同に，①農道・濯j既水路・林
野の維持管理と利用，②農業用諸施設・農機具の共同利用，③農繁期の労
力交換・共同作業が，また，消費的生活面では，①草屋根の葺き替え・家
普請，⑤生活道路の保全，①葬儀の合力，⑦災害時の救済，③冠婚に関わ
る行事の維持，①消防・衛生の管理，⑬自警的活動，⑪近隣での生活扶助，
⑫頼母子，⑬伝統的な祭杷行事の維持があった。恐らくこれに，公民館・
神社等の管理(共有財産の管理)が加わるであろう O
こうした戦前からの村落共同体的な地域住民の活動は，高度成長期のあ
ともしばらくは続き，たとえば昭和50 年代の東北農村，宮城県桃生郡鳴瀬
町大塚集落では，集落全戸共同の地域住民活動として次のようなものがあ
った(今野裕昭 192 : 345 ， 375 - 38 1， 389 一390)0 組単位での①葬式の互
助，②納税組合の活動，③道路愛護デー・盆普請時の道路の草刈，④神社
祭典時の清掃・織立て織さげ，①公民館の清掃，①組対抗でのソフトボー
ル大会，⑦建築の際の棟上げの手伝い，さらに，集落全戸での③神社・公
民館の補修維持，③火災時の見舞いと復興までの資材等の援助。このほか
に，すでに無くなってしまっていたものとして，戦前から高度成長の前期
くらいまでの時代には，集落による⑬山の管理・利用(入会山の植林，伐
採，柴山からの薪伐採，草山からの堆肥用下草採取) ，⑪備荒籾の貯蔵，
⑫溜池・水路の利用・管理，⑬萱地からの萱の刈り取りと萱屋根の葺き替
え，⑬道路普請，⑬夜警番・消防，⑬十六夜講といわれる頼母子が行われ
ていた。
また，長谷川昭彦は，農山村には共同体的な土地の管理・利用面での共
同以外に，次のような共同互助関係があったとして，四国の農山村(徳島
10 
県神山町)の村落内での相互扶助慣行の例を紹介している(長谷川 1987 : 
80-2)0 ①手間換え(農業生産面のグループ単位での労働力交換) ，②手
伝い(病気などによって農作業の遅れた家に近隣や講中が 1 日労力を提供)， 
③焼け普請手伝い(火災や災害の後片付けや見舞い品，復興の援助) ，④ 
川流れ(遭難や山で迷子になった子どもの捜索) ，①万人供養(牛馬の死
亡時に新規購入費の援助)，①千人講(一家の働き手の怪我や病気時の寄
付金)，⑦シンダン講(葬式組) ，③頼母子講(経済的困窮者救済の金融の
ための講)，①庵坊(弘法大師を祭る庵に身寄りのない老人を住まわせ援
助する)，⑬善根宿(お遍路さんを泊めて接待する) ，⑪遍路墓地(お遍路
さんなどの行き倒れの人の墓地)，⑫棟上げ(建築の際の屋根葺きから荒
壁付けまでのお手伝い)，⑬屋根替講(屋根の萱替えの資材と労力のため
の講)，⑬餅っき(近隣の 2 ，3軒がよって餅をつく)，⑬貰い風呂(近隣
の2 ， 3軒が輪番で風呂を沸かす)。
長谷川が挙げているこれらの活動の中には，お遍路さんへの接待という
四国独特の助け合いもあるが，他方で，ほかの地域でも見られる慣行が並
んでいるO ここでは，手間換え(手伝い合い)として，農作業における労
力交換があった。近隣の人びとまたは親族の人びとがグループを作り，田
植え，稲刈り，山林の手入れ，稚蚕の共同飼育，茶摘み，桑畑の草取りな
どの際に各戸の作業を順次に実行してゆくと説明される。こうした労働慣
行は，かつては全国の農山村に広く見られたもので，たとえば和牛飼育農
家が多かった栃木県栗山村-日蔭集落では，平成 10 年代半ばまで，和牛の飼
料のサイロ詰めグループが親戚関係をベースに 2 軒とか 3軒 1組で 6つほ
ど作られていた。また栗山村では，手伝い慣行も維持されていたし，神山
町での餅っきに相当する，近所のおばあさんが集まっての味噌煮も行われ
ていた。
こうした従来「むら仕事」ゃ「むらの合力」などと称されてきた住民の
地域活動を，ここでは「地域共同体性の地域住民活動」と称しておく。
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( 3 )地域共同体性の地域活動から地域社会的な地域活動へ
いま，表 6 と表 7 を比べて見ると，この半世紀の違いが良く見えてくる O
昭和30 年頃の表 7 は松本集落の住民の視点から，住民の共同が空間的に内
から外へどう広がっているかを反映している。大半が自治会の内部で完結
し，自治会の外での協同はほとんどない。各自治会の自立性が強く，集落
を越える活動には伝統的な祭と，あとは行政との関係の中から出てきたも
のがあるだけになっていて，住民からの自発的で創発的な活動に乏しい。
同じことは，本郷や原などの集落の住民にとっても言える O
これに対して表 6 の現在になると，この聞に消失した共同が，組単位で
の屋根の葺き替え，納税組合の活動，自治会単位で、の活動だった道路普請，
水路整備，愛林組合の作業，側溝の清掃，そして米葉小屋の作業グル}プ
であった。その代わりに新たに生じたのが，おびただしい数のボランタリ
ー・グループの活動である o しかも，山本営農集団を含むボランタリー・
グループは，かなり限定された目的に下にこの指とまれ方式で，一つの自
治会を越えて複数の集落に跨るメンバ}から構成されているところに特徴
がある。そして，これらの活動グループのメンバーたちは，たとえば第 2
章に見たアクア・グリーントピア構想を構成するいくつかの系の担い手た
ちがそうであったように，相互に重なり合い，同じ人が複数の活動に関わ
っている場合が少なくない。自発的なグループの結成を通して，人びとの
ネットワークの範域が単位自治会を越えて山本・大郷戸に広がってきたこ
とが表れている D
こうした複数の集落にまたがる有志だけのグループが生まれるためには，
自治会の承認が必要である D 昭和60 年代から平成 1桁台には，山本営農集
団をふくめ栃木県内で数多くの営農集団が結成された。集落全体で作られ
たものもあるが，その多くは有志農家だけで結成されている O その成立過
程を見ると，農業改良普及所が有志に個別に結成を働きかけ，結成したい
有志農家があらかじめ自治会役員の了承を根回しした上で，自治会の総会
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の場で， I普及所のほうからこういった話が来ているが，やりたい農家は
申し出を」という手順を踏んではじめて， Iあとは，この人たちに進めて
もらいましょう」ということで成立するケースが多い。すでに第 2 章で見
た松本歌舞伎舞台の復活と公演は，松本自治会の手で舞台復活をしたが，
その後の公演は山郷のめぐみのメンバーを中心とする松本歌舞伎舞台保存
委員会が，運営を自治会から切り離して実施してきた。実施のスケジュー
ルは自治会長を委員長とする保存委員会で練り，その都度 1 年前から自治
会総会の席で、了解を取って活動をはじめる形がとられている。
このような形で，ボランタリー・グループといえども自治会の枠の中で，
集落を基体として構成されているのが，農村部のボランタリー・グループ
である。現在の，複数の自治会のベースの上にいくつもの目的別のボラン
タリー・グループが重なり合う，より広域範囲での住民の協同を，ここで
は「地域社会的な地域住民活動」と名づけておく。
地域社会的な地域住民活動には，旧来の地域共同体性の地域住民活動が
消失せずに継続してきたもの，一度消失しまた新たに地域社会的な活動と
して復活したもの，全く新規の地域活動として出現したものがある。地域
全体として見れば，旧来の地域共同体的なものが一度解体し，地域社会的
なものとして復活あるいは創発的に生まれてくる大きな流れを捉えること
ができる D
なぜ，昭和30 年頃の地域共同体性の活動の多くが消失してきたのだろう
か。こうした地域活動は，集落内のほとんどの家が皆農業を営んで、いる段
階の「ぐるみ的な」共同体的な村-落で行われてきたもので、あった。しかし，
高度成長期を通じて兼業化が進みさらに非農家が増えて混住化が進むと，
「地域活動に全戸参加で」が難しくなってきた。また，高度成長期に公共
の名の下に行政サーピスが普及し，また，都市化の下で民間のサービス提
供が拡大してくると，個々の家が自立的に生活できるようになり，地域住
民活動そのものが必要なくなる面も生じてきた。
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山本・大郷戸にあっても，高度成長期を通じて，道路は舗装されて表 7
の⑥道普請がなくなり，非農家が増えたことと圃場整備がされたことで⑦
全戸共同での水路整備も必要なくなった。また，葉たばこの乾燥に使った
薪の利用をめぐる協同など(③，⑫)も，乾燥技術の革新で昭和 40 年代に
なくなり， トタンや瓦になった③屋根の葺き替え作業も必要なくなり，④
納税も個人単位になった。今でも全戸共同で、行っているのは，組単位での
こつの活動と，行政からの環境美化要請と重なっている年 3 回の道路の草
刈・清掃，公民館・神社の掃除，火災時の炊き出し，伝統的な祭行事，盆
踊り，体育祭，消防関係だけになっている o 現在では，これら共同体性の
地域活動に代わって，新しく文化に焦点をあてた協同作業が，すでに第 2
章で見たような地域活性化の活動として生まれてきた。旧来の集落全戸に
よる「ぐるみ的な」活動から，有志によるボランタリーな活動への移行で
あり，地域共同体性の地域活動から地域社会的な地域活動への移行で、ある O
農外労働市場が発達していた山本・大郷戸では，農業の後継者とはいか
ないまでも農家の後継者はいて，子どもたちのうち誰か一人は残っている
という状況であるが，全国の中山間村ではこの10 年ほど，深刻な過疎化の
中で地域活動自体が組めなくなっているところが広がってきている O
4. 地域住民活動の生活補完機能と主体性
( 1 )地域住民活動の意味と生活補完機能
地域住民活動が住民の生活にもつ意味(機能)は，つぎの 4 点に見出せ
るO まず，なによりも①自分たちの生活環境を整備し，地域社会での生活
基盤を保全するところに，その意義はある o これは，中田実のいう村落の
もつ「地域共同管理」の機能にあたる O 中田は「地域共同管理」の領域を，
環境保全，土地利用，生活基盤管理，生活協同，地域福祉，地域文化の 6
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つに整理している(中田実 198: 1章)。さらに，②その地域の中の各種
の地域活動の交差から生み出される多様な社会関係の累積が，日常相互扶
助の基盤となり，住民たちの個別の生活を集落全体で補完するセーフテイ
ネットになる O 第 3章で見たように，かつて生産力の低かった段階の村落
では，農業生産の資源である水や山の下草，日常生活面での薪伐採林の共
同利用・管理や冠婚葬祭時のお手伝いなどが共通に行われていたが，これ
らは，一軒の家ではどうにもならなかったところをむら人の共同で補完し
合うためになされていた。村のもっこうした生活補完機能が，むら人が労
力や資材を出し合い，生活にとってのセーフテイネットになっていたが，
この機能は現在の農村社会にも受け継がれている。ボランタリー・グルー
プを内包する地域社会的な地域活動を，村落それ自体が範域を広域化しは
じめた一部と見るか，あるいは村落連合と見るかの問題はあるだろうが，
地域社会がもっ生活補完機能は今でもあるし，崩壊していない。
そして，地域住民活動を通して③住民の聞のこれまでの社会的つながり
を刷新し，新しいタイプのものにし，④意識的に他者との協同の必要を要
請することが，住民の社会的連帯を生み出す。平成15 年の山本歌舞伎舞台
の復活に松本の住民は多大なエネルギーを注いだが，先立つ平成 2年に祇
園祭を復活したときに意図的に集落内の全団体の役割分担で祭りを実施す
るようにしたことが，のちの歌舞伎舞台復活への気運とエネルギーをもた
らしたと地域リーダーたちは捉えている。祇園祭は，屋台を組み立てる自
治会と屋台の飾り付けを担当する老人会と子ども会，昼食を用意する自治
会婦人部(=育成会 OB) ，たべものの屋台の出屈を担当する育成会，屋台
を曳く主役の子どもたちとおはやし会が，朝の準備からはじまって役割分
担でまる 1 日連携することで作り出している O リーダーの一人は「うまく
かみ合ってあたり前になる。ここまで漕ぎつけるのに20 年以上かかった」
という。農村部ではいくつもの地域活動集団のメンバーが重なり合ってい
るばかりでなく，行事ごとに地域の中のさまざまな集団が活動を重ね合わ
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せる中で強化される人びとの連帯が，地域の統合を作り出し，地域生活で
のセーフテイネットになる O
平成に入ってから積極的に推進されてきた現代の地域活性化の活動は，
かつて村落共同体的な地域住民活動が有していた生活補完のセーフテイネ
ットが消失した中で，地域に生活補完機能を新しい形で再賦活化させる意
図的な試みであったと見ることができる O 高度成長期を通じて地域共同体
的な地域住民活動ができなくなったのではあるが，単にできなくなったで
はなく，新しいものをつくっていかなければ，既存の行事活動は先細りに
なるだけという面がある O 新しいものとして松本と本郷では合同で平成21
年から毎年夏に自治会主催のゴルフコンペをはじめたが，同時に秋には山
本・大郷戸全体でも開催するようにした。ゴルフコンペが終わった夜は打
ち上げが行われるが，自治会の仲間がメンバーなので，その場では間近に
続く自治会行事(祭)の話しも出る D こういう形で，活動が連鎖してゆく O
「リクレーションや行事が出来なくなったのではなく，っくり出し続けな
いと行事はなくなる O 昔からのものを同じようにやっているだけでは，い
やいやながらなってゆく O どんどん新しいのを作ってゆかないと」と，地
域リーダーたちは言う O
地域共同体性の地域住民活動が無くなってきたといっても，ボランタリ
ー・グループの地域活動の基礎には，今でも地域共同体性の活動がある O
この「村落を基体とする相互扶助の活動」の基礎がないと，地域社会的な
「集落を越える地域住民活動」は成り立たない。農村の地域社会が空間的
に規定される社会的枠組みである以上，領域性をまったくもたない自主性
.自発性に基づくボランタリー集団の活動だけが取って代わるということ
でもない口
自治会を基体とする地域活動存続の最も良いメルクマールは，自治会の
組織的な基礎単位である組(坪)単位で行われる，葬式の合力が続いてい
るか否かにある D 葬儀社のサービスが住民の合力に取って代わると，地域
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社会の生活補完機能は一気に崩れると思われる。地域に葬儀社が入ってく
ると，住民が維持してきた葬式組と新参の葬儀社企業とが，相互に遠慮し
いしい，手探りでお互いの分担を探りつつ葬儀を執り行うプロセスが生じ
る。やがて葬儀社が勝り，葬式の合力がなくなると，地域共同性の地域活
動群の最後の基盤が一気に崩れるように思われる D こうした基盤に代わる
ものとして，松本では意図的になされる集団関の連携として，祇園祭の各
種団体の役割分担をはじめたのであり，また，近年はじめられた行政から
の環境保全向上対策事業を通した働きかけが，どのような影響を残すか注
目されるO
( 2 )地域社会的な地域住民活動と主体性
すでに第 3 章で，現代の地域活性化は，かつての地域住民の地域共同体
性に基づく地域住民活動から地域社会的な地域住民活動の段階に移行して
おり，現代の地域社会的な地域住民活動は，数多くのボランタリー・グル
ープの地域活動を内包していて，多くのボランタリー・グループの構成員
と活動は村ー落を越えている， という特徴を明らかにした。さらに，この地
域社会的な地域住民活動のもう一つの特徴が，ボランタリーな活動の中に
みられる主体性にある。
第 2章 ( 2 )節で地域活性化活動の内容を見たが，アクア・グリーンハ
ウスの蕎麦屋と山郷のめぐみの農村レストランは，建物までは行政の補助
金で賄われたが，その後の維持管理の方途として，有志が自己資金をもち
寄りレストランを経営している o ここに，地域の中からの創発的な意思を
見ることができるO この手の起業が農協や行政から補助金が切れるとそこ
で終わることが多い中で，山本・大郷戸のグリーンハウス，山郷のめぐみ
のどちらも，補助金が切れたあと出資者を募り自前で、やっているところに，
この地域の力量のたいへんな厚みを感じることができるO こうした創発的
な意思は，まみも収穫祭や松本歌舞伎舞台公演などのイベントの資金調達
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にも見ることができる o
5. 結言
本稿では，山本・大郷戸における地域活性化の活動を地域住民活動の中
に捉え返す作業を通して，地域住民活動の特性の変容を明らかにし，さら
に，地域住民活動の住民生活への意味を捉える作業を通して，地域活性化
活動が，諸地域住民活動の重なり合いの中に生み出される生活へのセーフ
テイネット再生の試みであることを明らかにした。山本・大郷戸の事例で
明らかになったこれらの点は，戦後日本の農村社会に共通に見られること
を先行研究との検証で確認できる。
以上の論証を通して明らかになった点は，以下の 6 点である。
①昭和30 年頃の村落共同体性の地域住民活動は，ほとんどの活動が単位自
治会範域(集落)の中に留まっていた。単位自治会を越えるのは，伝統的
な祭と行政からの体育祭くらいで，限られていた。
②戦後農村における地域住民活動の推移は，地域共同体性の地域活動から
新しい地域社会的な地域活動への移行として把握される D 共同体性の活動
を消失させた動因は，経済の高度成長期以降の農家の兼業化，混住化と，
都市化に伴う行政サービスと民間サ)ビスの拡張であった。
①現在の地域社会的な地域住民活動の中では，旧来からの自治会独自の活
動は限られた数になり，テーマ型のボランタリー・グループの活動がおび
ただしく多くなる o ボランタリー・グループのメンバーと地域活動は，単
一自治会の範域を越えて広がっている O
④地域住民活動の地域生活にとっての意味は，生活環境の改善や地域生活
基盤の保全，諸活動の交差が作り出す多様な社会関係の累積がもたらす生
活補完のセーフテイネット，住民の社会的つながりの刷新，地域の社会的
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連帯を醸しだす，の 4点にあるが，とりわけ生活補完のセーフテイネット
機能が地域での生活に大きな意味を持つ。
⑤平成期以降現代の地域活性化の活動は，かつての村落共同体的な地域住
民活動がもっていた生活補完のセーフテイネット機能が失われてきた中で，
地域に生活補完機能を再生させる，再賦活化させる意識的な試みである O
①地域社会的な地域住民活動の中のボランラリー・グループの活動は，主
体性のある活動であるが，他方で自治会を基体とする地域活動の基礎がな
ければ，生活補完のネットワークにはならない。地域活動の基礎は，地域
行事への役割分担を通じた諸集団聞の連携を，意識的にっくり出してゆく
中にある o
地域活性化に焦点をあわせると，とりわけ⑤と①の指摘が重要で，地域
に生活補完機能を再生させる意識的な試みが活性化の住民活動であるof 高
度成長を通じて共同ができなくなっただけではダメで，新たに共同の機会
を作り出してゆかなければ地域活動の行事はなくなる一方だ」という，山
本・大郷戸の地域リーダーの一人の指摘があるが，地域活性化の意識的な
試みは，こうした新しい活動を通して住民の聞のこれまでの人ぴとのつな
がりを刷新し，新しいタイプのものにしてゆく作用を含んでいるのである D
注
1)各集落に別々の自治会があったが， r境」は一番奥の(茨城県境の)集落で戸数が
1 戸と少ないため，集落を越える行政関係の活動は隣の「原」と一緒に行動するこ
とが多かった。このこともあって，平成17 年に原と境の自治会は合併して「原自治
会」一本になった(人びとは「原境」と呼んだり， r原」とだけ呼んでいる)。
2) r馬頭町史j，r益子町史第 6巻通史編.1. r茂木町史第 6巻通史編 2 j，吉田駒
吉『栃木県たばこ史J (栃木県煙草耕作組合連合会) ，小林博彦『下野の地場産業.1 (栃
木県連合教育会発行)参照。
3 )トラクター，管理機，とりわけ多額の資金を要する乾燥用コンテナと，農家は次
つぎと機械を買わなければならなかったし，横芽止め用薬剤を導入しなければなら
なかった。
4) 真岡市の製造業工場数，従業者数は，昭和40 年に134 事業所， 2，084 人だったもの
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が， 48 年には253 事業所， 9，623 人に， 60 年には290 事業所， 13 ， 791 人に増大している
(r 真岡市の工業j，r真岡市統計書.1)。
5 )この中に真岡出身の狩野派法橋，安達三楽斎の描いた 4 組が含まれていて，襖絵
12 組全体が益子町の文化財指定を受けている O
6 )地元地域活動のリーダーに山本の人びとの協同ということで表 7 を確認したとこ
ろ， I自治会の活動として今唯一残っているのは伝統的な祭と道路の草刈りくらいの
もので，あと，新しい，文化に焦点をあてた協同作業のほうに重点が移っている」
とのコメントが出てきているので，ほほ網羅しているといえる。
7)全国 1，143 の過疎市町村自治体を対象に郵送法で行われた「集団組織と地域振興に
関する調査J (19 年実施)で，結果の一部が荒樋豊 204 : III 章 4 節に紹介されてい
る。
引用文献
荒樋豊204 r農村変動と地域活性化』創造社
小池恒男 192 I地域農業・農村活性化の政策的条件J (r 農林業問題研究.1 10 号)
今野裕昭192 I契約講の変容過程に関する一考察J (塚本哲人編著『現代農村におけ
る「いえ」と「むらJ.I未来社)
竹内利美1960 Iユイ J (r 日本社会民俗辞典.1 4 巻，誠文堂新光杜)
1984 Iムラの行動J (r 日本民俗文化大系.1 8 巻，小学館)
190 r竹内利美著作集 1 村落社会と協同慣行』名著出版
中田実198 r地域共同管理の現在』東信堂
長谷川昭彦1987 r地域の社会学J 日本経済評論社
